
第６学年１組 算数科学習指導案 

 

日時  令和６年１２月５日（木）５校時 

授業者 藤井 竜太           

場所  ６年１組 教室         

 

１ 単元名   データの整理と活用 

 

２ 単元の目標 

（１） 代表値の意味や求め方，度数分布表や柱状グラフ，目的に応じてデータを収集したり適切な手

法を選択したりするなど，統計的な問題解決の方法を理解することができる。 

（２） 目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着目し，代表値などを用いて

問題の結論について判断するとともに，その妥当性について批判的に考察することができる。 

（３） 統計的な問題解決の過程について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的にとらえ

検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今後

の生活や学習に活用しようとしたりする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 平均値，中央値，最頻値など

の代表値の意味や求め方を

理解している。 

② 度数分布を表す表やドット

プロットや柱状グラフの特

徴及びそれらの用い方を理

解している。 

③ 目的に応じてデータを収集

したり適切な手法を選択し

たりするなど，統計的な問題

解決の方法を知っている。 

① 身の回りにある不確定な事

象から統計的に解決する問

題として設定し，計画を立

て，データの集め方や分析の

仕方を見通して必要なデー

タを集めている。 

② データの種類や項目の数を

考え，目的に応じて表やグラ

フに表し，代表値や全体の分

布の様子から，問題に対する

結論を判断している。 

③ 結論や問題解決の過程が妥

当であるかどうかを，別の観

点や立場から批判的に考察

している。 

① データを収集したり分析し

たりした過程を振り返り，よ

りよい表現や結論の出し方

を考えている。 

② 統計的な問題解決のよさに

気付き，生活や学習に活用し

ようとしている。 

 

４ 単元について 

（１） 教材観 

 本単元で扱うデータの整理と活用は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

D（１）データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

 



ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア） 代表値の意味や求め方を理解すること。 

（イ） 度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解すること。 

（ウ） 目的に応じてデータを収集したり適切な手法を選択したりするなど，統計的な問題解決の方法

を知ること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア） 目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着目し，代表値などを用いて問

題の結論について判断するとともに，その妥当性について批判的に考察すること。 

図≪本単元の学習の関連と発展≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元では，身のまわりの事象から設定した問題について，目的に応じてデータの収集や分類整理し，

データの特徴や傾向に着目して適切な手法を選択して分析を行い，それらを用いて問題解決したり，解

決の過程や結果を批判的に考察したりする力を養うことをねらいとしている。 

 扱う量的データの特徴を読み取る際に，平均値，最頻値，中央値などの代表値を用いる場合があり，

これらの意味について理解しておく必要がある。代表値に表すことで，データの特徴を簡単に表すこと

ができ，複数のデータの比較が容易になる。しかし，量的データの分布や散らばりの様子が見えなくな

るため，代表値のみだけでなく，ドットプロットや度数分布表，柱状グラフから得た複数のデータをも

とに量的データの分布や散らばりの傾向についても考察していかなければならない。そして，どのデー

タを用いるかによって結論が異なってきたり，用いるデータが同じでも，分析の仕方や着目する点によ

って結論が異なってきたりする場合があるため,自分たちの出した結論が妥当であるかどうか，多面的・

客観的にとらえ批判的に考察していくことも必要である。 

 これらのことから，お互いの出した結論が妥当かどうか対話することを通して，より複数のデータの

特徴や傾向に着目し，それらを比べたり関連付けたりしながら結論について考察することのできる単元

だと考える。また，１つの見方だけでなく，別の観点から物事を見る視点をもたせ，結論や問題解決の

過程を考察する経験を積むこともできる。多くの情報があふれる社会の中を生きていく上では，目的に

応じて情報を適切に捉え，的確に判断を下すことが求められる。そのため，本単元の学習は，データに

基づく主張を素直に受け止めるのではなく，妥当な判断に基づくものであるのかどうかを批判的に考察

していこうとする態度を養う上で有意義であると考える。 

４年 

折れ線グラフと表 

・折れ線グラフ 

・２次元表 

５年 

帯グラフと円グラフ 

・帯グラフと円グラフ 

・統計的な問題解決の方法 

平均 

・測定値としての平均 

６年 

データの整理と活用 

・代表値，ドットプロット，

度数分布表，柱状グラフ 

・統計的な問題解決の方法 

中学１年 

・柱状グラフ 

・相対度数 

中学２年 

・四分位範囲 

・箱ひげ図 



（２） 児童観 

 

個人情報保護のため省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 指導観 

 本単元を進めるにあたり，次のことを工夫して取り組む。 

① データを用いて比較することへの必要感を高めるための工夫(A-１課題設定の工夫) 

本単元では，統計的な問題解決の方法を知ることが求められている。本時では，統計的探究プロ

セスと呼ばれる「問題―計画―データ―分析―結論」の一連の流れを意識した学習展開を行う。本

時では，分析から結論までの流れに重点を置く。「代表の紙飛行機を決める」という目的を明確にし，

どのような観点で選考するのか見通しをもたせ，統計的データの必要感をもてるようにする。 

 

② データを分析するための ICT活用の工夫(A-２思考力・判断力・表現力を高める工夫) 

 複数のデータを分析し，データの特徴や傾向を読み取る際に，タブレットで各飛行機の練習記録

の一覧，合計値，ドットプロット，ヒストグラムを閲覧できるようにしておく。そうすることで，

データの比較が容易にでき，何に着目して比較し，判断したのか説明する際に役立てられるように

する。また，情報量が多いことで，複数のデータを比較することに困難を抱える児童にとっても，

自分で必要な情報を選びながらタブレット上で比較しやすくなると考える。 

 

③ 結論に至った理由が妥当かどうか検討する時間の設定(A-３こどもの思考を深める働きかけの工夫) 

本時では，身のまわりの事象から設定した問題について出した結論について話し合う活動に重点

を置く。それぞれの出した結論の根拠をデータに基づいて伝え合うようにすることで，「データの何

に着目して判断したのか」を明確にした伝え合いができると考える。結論について伝え合う際には，

まず４人程度の小グループを形成する。グループ内には，同じ結論や異なる結論の者がいることが

予想されるため，よりデータの何に着目して判断したのかを明確にした伝え合いができると考える。

次に全体で考えを共有する場面においても，「データの何に着目して判断したのか」を問い返したり

確かめたりしていくことで，よりデータの特徴や傾向に着目した見方ができるようにする。これら

の伝え合いを通して，データを根拠にして出した自分の結論は妥当かどうかを振り返ることができ

るようにしたい。 

 

 



５ 単元計画（全１０時間） 

 

次 時 ねらい・学習活動 

評価基準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ １ データの特徴を調べて判断するという単

元の課題をつかむ。 

・データの比べ方について話し合う。 

・平均値について知る。 

知① 

（行動観察・

ノート） 

思① 

（行動観察・

ノート） 

 

 ２ ドットプロットについて知り，それを使っ

てデータの特徴を見いだすことができる。 

・ドットプロットについて知る。 

・データをドットプロットに表して，散ら

ばりの様子を調べる。 

知② 

（行動観察・

ノート） 

思② 

（行動観察・

ノート） 

 

 ３ ドットプロットの考察を通して，中央値や

最頻値の意味を理解し，それを使ってデー

タの特徴を見いだすことができる。 

・中央値，最頻値について知る。 

・ドットプロットに表すよさ，代表値の求

め方についてまとめる。 

知①② 

（行動観察・

ノート） 

○思② 

（行動観察・

ノート） 

 

 ４ 度数分布表について知り，それを使ってデ

ータの特徴を見いだすことができる。 

・度数分布表について知る。 

・表を考察して，散らばりの様子を調べ

る。 

知② 

（行動観察・

ノート） 

思② 

（行動観察・

ノート） 

 

 ５ 度数分布表をもとに，ヒストグラムをかく

ことができる。 

・ヒストグラムについて知る。 

・データをヒストグラムに表す。 

・ヒストグラムから散らばりの様子を調

べる。 

知② 

（行動観察・

ノート） 

思② 

（行動観察・

ノート） 

 

 ６ これまでに調べてきたデータを整理して

特徴を読み取り，結論について説明するこ

とができる。 

・調べてきたことを整理して，考察する。 

・比べ方や判断について話し合う。 

 ○思②③ 

（行動観察・

ノート） 

態①② 

（行動観察・

ノート） 

 ７ 統計的な問題解決の方法について知り，身

のまわりの課題解決にいかそうとする。 

・統計的な問題解決の方法についてふり

返り，まとめる。 

知③ 

（行動観察・

ノート） 

 ○態①② 

（行動観察・

ノート） 



 ８ 複数のグラフから情報を適切に読み取る

ことができる。 

・複数のグラフを関連付けて考察する。 

 ○思② 

（行動観察・

ノート） 

態① 

（行動観察・

ノート） 

 ９ 

 

本

時 

これまでの学習をいかして，データの特徴

を読み取り，結論について説明することが

できる。 

・代表の紙飛行機の決め方について話し

合う。 

 ○思②③ 

（行動観察・

ノート） 

態①② 

（行動観察・

ノート） 

 10 学習内容の理解を確認する。 

・まとめの問題をする。 

○知①② 

（行動観察・

プリント・テ

スト） 

○思②③ 

（行動観察・

プリント・テ

スト） 

○態①② 

（行動観察・

プリント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の学習 

（１） 本時の目標（９/１０） 

代表の紙飛行機の選び方について，データの特徴や傾向に着目しながら考え，データを根拠に

して結論を説明することができる。（思考・判断・表現） 

（２） 展開 

学習活動と予想される児童の反応（・） 教師の手立て（○）と評価（☆） 

１ 問題場面を把握し，見通しをもつ。 

 

 

 

 

・３人の記録がもっと知りたい。 

・平均値はそれぞれ何ｍですか。 

・散らばりはどうなっていますか。 

 

 

２ 資料を読み取り，どの紙飛行機を選ぶのかに

ついて，自分の考えを書く。 

・Aと Bは平均値が同じだけれど，これだけだ

と比べられない。 

・Bは最大値が一番大きいけれど，最小値も一

番小さいから，記録の差が大きいな。 

・C は 20m 以上の記録が一番多いけれど，15m

以下の記録も一番多くて，よく飛ぶのか分か

らない。 

・Aは平均値の近くに記録が集まっているから

安定していることが分かる。 

・C の最頻値が一番大きいけれど，A の最頻値

には一番記録が集まっているから最頻値が

出る可能性は高いと思う。 

 

 

３ 代表の紙飛行機の決め方について伝え合う。 

・平均値のあたりに記録が集まっていて安定し

ているので Aを選びました。 

・確かに Aは安定しているけれど，Bの最大値が

一番高いので Bを選びます。 

・でも，最小値も Bが一番低くて，ちらばりのは

ばが広くて安定していないよ。Aだと平均値の

近くに集まっているから安定しているよ。 

 

○問題提示の際に，条件付きの大会であることを

押さえ，紙飛行機の選び方の観点をもてるよう

にする。 

○データ１：各紙飛行機の練習記録（一部） 

○３つの記録を示し，「何が分かれば紙飛行機を

選べそうか」を問い，結論の根拠につながる必

要なデータについて引き出す。 

 

 

 

○児童が手元で複数のデータを比較しやすいよ

うに，タブレット上でデータを閲覧できるよう

にする。 

○データ２：各紙飛行機の記録と合計値 

○データ３：各紙飛行機のドットプロット 

○データ４：各紙飛行機の度数分布表 

○データ５：各紙飛行機のヒストグラム 

○結論を出すにあたり，どのデータの何を根拠に

紙飛行機を選んだのかが伝わるようにノート

に書き表すことを確認する。 

○結論を書くことに困っている児童には，何に困

っているかを聞き，複数のデータから何が読み

取れるか助言し，読み取ったことを結論につな

げられるように促す。 

 

 

○グループでお互いの結論と理由について説明

し合う場を設定し，どのデータの特徴や傾向に

着目し考えているのかを伝え合うように促す。 

○全体で結論の根拠を確かめる際に，「データの

何に着目しているのか」を問い返すことで，ど

のようなデータの特徴や傾向をもとに判断し

たのかを明確にしていく。 

 

 

「一発勝負の紙飛行機大会」を行います。 

３つの中から１つ代表の紙飛行機を決めま

す。あなたならどの紙飛行機を選びますか。 

紙飛行機の選び方について，データをもとに伝え合おう。 



・Cは，20m以上の記録が一番多くて，全体の 30％

以上出ています。なので，いい記録がよく出そ

うな Cを選びました。 

・でも，Cも Bも 15m以下の記録も多いよ。 

 

４ 本時の振り返りをする。 

・代表値とともに，ドットプロットで散らばりの

様子も見ながら結論を考えていく必要がある

ことが分かった。 

・友達の結論も聞きながら，本当に自分の結論で

いいのか改めて考えることも大事だと思った。 

○複数の結論と根拠を聞いた後，自分の出した結

論が妥当かどうかを問うことで，批判的に考察

できるようにする。 

 

 

○「データをもとに結論を出す時，どのようなこ

とを大切にするとよいか」「考えが変わった場

合，どうして変わったのか」という視点で振り

返りを書くように促す。 

☆代表の紙飛行機の選び方について，データの特

徴や傾向に着目しながら考え，データを根拠に

して結論を説明している。【行動観察・ノート・

振り返り】（思・判・表②③） 

 

（３） 評価 

十分満足と判断される児童の姿 概ね満足できる児童の姿 支援を要する児童への手立て 

代表の紙飛行機の選び方につい

て，代表値とともに，データの

散らばりにも着目しながら説明

し，他者の考えを聞き批判的に

検討し結論の妥当性について考

えている。 

代表の紙飛行機の選び方につい

て，代表値とともに，データの

散らばりにも着目しながら説明

している。 

複数のデータから何が読み取れ

るかを問い，読み取ったことを

結論の根拠につなげられるよう

に促す。 

（４） 研究の視点 

伝え合う場面において，「データの何に着目して判断したのか」を問い返したり全体で確かめたりし

たことは，それぞれのデータの特徴や傾向に着目し考える上で有効であったか。 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○め 紙飛行機の選び方について，データをもとに伝え合おう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データ３】 

ドットプロット 

【データ４・５】 

度数分布表・ヒストグラム 

まとめ 

代表値とともに，散らばりの様子もあわせて

比べ，判断すると根拠がはっきりする。 

どれも平均値が大きく変わらない 

最大値は B が一番（最小値も一番） 

A は平均値のあたりに記録が集まっている 

B はちらばりのはばが一番大きい 平均値のあたりは少ない 

C は平均値の右と左に記録が分かれている 最頻値が一番大きい 

 

 

20m 以上は C が６回で一番多い  A は 20m以上が 2 回と一番少ない 

A は 15～20ｍに記録が集中  Cは 10～15mに記録が一番多い 

B には 25～30m の記録がある 



８ 資料 

○データ１・２：各飛行機の記録と合計値   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○データ３：ドットプロット 

                                 平均値 １６ｍ 

                                 最頻値 １６ｍ 

                                 中央値 １６ｍ 

 

 

                                 平均値 １６ｍ 

                                 最頻値 １４ｍ 

                                 中央値 １６ｍ 

 

 平均値 １５ｍ 

                                 最頻値 １４ｍ，２０ｍ 

                                 中央値 １４ｍ 

 

 

 

○データ４：度数分布表             ○データ５：ヒストグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


